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職場では、グローバ）Mヒが進展L/少子高齢社会が進んだことで、より多様な人材が活躍する時代になっています。

もともと、人と人には違いがあり、コミュニケーションはその違いを乗り越えるための重要な手段であるともいえます。そし

て、職場の多様性が進んでいるなか、コミュニケーションのあり方は、「職場の人権」を考える上でもますます注目度を増して

います。

いまは、お互いの「違い」を理解するという段階から、「違い」をプラスにして、積極的に新しい価値に転換する時代になって

います。この教材では、 「違い」を新しく「力」にしていくために、どんなコミュニケーションのあり方でそれを実現していけるの

か、事例をとりあげながら考えます。

会議室に各部署から4名の社員が集まっている。「違いを力にするプロジェクト」のメンバーたちだ。リーダーは、ダイ

パーシティ推進室の林。社員一人一人が違いを認め合った上で、違いを乗り越えて新たな価値を生み出すためにどんなコ

ミュニケーションが有効か考えていく。プロジェクトがキックオフとなる。ますは、身近な例からそのヒントを探る。

中部出張所でのできこと。営業課長の中内と客の松井が事務所で商談をしている。そこ

へ、営業部員の鈴木が帰ってくる。鈴木は、アメリカ人の父と日本人の母というルーツをもっ

ている。松井は、鈴木の見た目に対して偏見を含んだ発言をする。課長の中内は、松井のよ

く知らないがゆえの思い込みを解き、逆に、鈴木の強みをアピールする。

~、.t / 
総務の是永部長の肝いりで、社内の全てのフロアに多目的トイレを増設することになっ ~ 
た。多様な性のあり方について対応した配慮が職場にも必要という考えだ。社員で車椅子

利用者の内海にも聞き取りを行った。しかし、内海の反応が良くないことに気づいた林は、4

階にもともとあった障害者用トイレも多目的トイレに変えることが、脊髄損傷者でトイレコン

トロールの難しい内海にとっては不便になるということをていねいな問いかけをすること

」遍i
により聞き出す。話を間いた是永と林は、多目的トイレと障害者用トイレを、各階こ舎とに交互

に設置するとことにした。

&:'I 

広報部の、久坂室長と紺野主任の関係が悪化した。業務命令ではないが、休日の研修会

を勧める久坂だったが、紺野は行かなかったのだ。それを、派遺社員の三角が見ていた。三

角は、紺野の思いと、久坂の思いをそれぞれ聞き出し、お互いの思いのズレをそれぞれに伝

える。その通訳者のような三角の仲立ちにより、久坂と紺野の間の関係は修復に向かう。
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